
令和６年
３月

回
覧

カラスによるごみの散乱を防ぐために

ピアノ・耐火金庫・タイヤ・

消火器・オートバイ・コンク

リートブロック・レンガ・土

（園芸用を含む）・石油類・

ガスボンベ・バッテリー・塗

料・薬品など

※処分については、メーカー

や販売店

などにご相談ください。

その他区では
収集できないもの

・直接各メーカーにお申し込みください。

・回収メーカーが不明な場合は、

「パソコン３Ｒ推進協会」へ

お問い合わせください。

☎03-5282-7685
（月～金 午前10時～正午、午後１時～５時）

※メーカー以外による引き取り方法（宅

配回収）は、裏面をご覧ください。

※宅配回収は、メーカーの有無にかかわ

らず全てのパソコンが引き取り可能です。

家庭用パソコン
（メーカー引き取り）

家電４品目

※保冷庫・冷温庫も対象
※令和６年４月１日から有機ELテレビも対象

・購入店や買い換えする販売店に引き取りを
依頼してください。購入店が不明な場合は、
「家電リサイクル受付センター」へお申し
込みください。

☎0570-087-200
（月～金 午前９時～午後５時）

・自分で持込みできる場所もあります。
詳しくはパンフレットや区ホームページを
ご確認ください。

区では回収できません！
法律などにより区では回収できないものがあります。これらの処分については、以下に記載のようにメーカーや
販売店などにご相談ください。

カラスは春から夏にかけて繁殖期を迎え、活動が活発になります。

ごみ袋をついばんで、ごみを撒き散らかしたりする光景もこの時期によく目にします。

集積所のカラス被害を防ぐためには、次のような方法が有効です。

カラスは、主に視覚で食べ物を探すといわれています。
生ごみを紙などに包んで、外から見えないようにしましょう。

カラスは日の出の30分ほど前から活動を始めます。
ルールを守らず前日に集積所へ出したり、収集後に出したりすると、カラスに荒らされやすくなります。
必ず、当日の朝、8時までに出しましょう。

生ごみは、紙などで包み、ごみ袋の中心に入れる

可燃ごみ収集曜日当日の朝、８時までに出す

カラスの視覚を遮ることができます。ふたはしっかり閉めましょう。
※ごみ容器の容量は、90ℓ以下にしてください。

ごみ容器に入れて出す

防鳥用ネットを掛ける
ネットのすそをごみ袋の下に巻き込むなど、ごみ全体を覆うようにネットを掛けてください。ごみが見え

ると効果が半減します。貸し出しご希望の場合は、管轄の清掃事務所にお問い合わせください。



清掃だよりについてのご意見・お問合せ先は

大森清掃事務所 3774-3811

清掃事業課 5744-1628

蒲田清掃事務所（蒲田地区） 6451-9535

蒲田清掃事務所（調布地区） 6459-8201

宅配による家庭用パソコンの引き取り

大田区では、国の認定事業者であるリネットジャパンリサイクル（㈱）と協定を締結し、宅配
便による自宅からの回収を実施しています。利用方法（回収方法）はとても簡単なのでぜひご
利用ください。段ボール１箱分（縦+横+高さの合計が140㎝以内のもの）までなら宅配料含
めて無料です。
また、パソコンと一緒に段ボールに入るなら小型家電も一緒に無料で引き取り可能です。
※無料となるのは１箱分だけです。２箱目からは有料となります。
※小型家電のみの回収はしておりません。
※パソコンと一緒に段ボールに入るなら粗大ごみ相当の大きさの小型家電（トースターなど）
も対象です。

電話・インターネットから
お申し込み

ご希望の日時に回収
パソコンの回収は無料

※２箱目からの料金です。


